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不登校経験 に つ い て 「語 らな い 」とい う こ と

一
フ リ ー ス ク ー ル か ら み る 不登校 生 の 実践形成 一

佐 川佳 之 （一橋 大 学大学 院）

社会構築主義的な不登校研究がすで に明らかに

して い るように、不登校とい う生徒が学校に行か

な い現象は、それ を説明 しよ うと試み る 多様な

人々 の 語りや ク レイム が交錯して い く中で現れて

い る 。［朝倉 1995］日本におい ては、不登校を病理

的な もの として捉え るか、ある い は非病理的な も

の として捉えるか とい っ た、病理 と脱病理 の 語 り

の せめぎあい にお い て そ の現象が成立して い る 。

［Yamazaki 　1996］そ うした様々 な語 りが交錯す る

状況にお い て 、どの ように不登校の 当事者の語 り

や振舞い は他者や環境との相互作用 の中で社会的

に構成され て い くの だ ろうか。そ して 当事者は自

らの不登校経験に つ い て どの よ うに語る のか （あ

る い は語 らない の か）。

　社会的 ・文化的現象として不登校を分析する社

会学的研究は、原因論 や言説分析の視点からの分

析を主 として きた。それは、大規模なア ンケー ト

調査によ る マ ク ロ な分析［森田 19911や、東京 シ ュ

ー
レな どの特定の場における不登校経験の語 りの

分析か ら不登校経験とそ の社会的コ ンテ クス トを

明 らか に す る もの 【朝倉 ibid．；北山 1999］が ほ と ん

どである 。 従来の研究は、社会運動的文脈な どで

の 当事者の 不登校経験の 語りを対象 とし、しばし

ば学校教育と対立する主体と して不登校生を捉え

る傾向にあっ た。しか し例えば心理療法の場で は、

必ず しも不登校経験の語り は重視されず、ク ライ

ア ン トの不登校生が自らの経験を語るわけではな

い。すなわち子 どもは言語に よっ て 自らの経験を

再構成する こ とが難 しい とい う認識か ら、非言語

的な心理療法が しばしば採用され る とい う。［cf．

菅ほか 2000に うした 自らの経験に つ い て語 らな

い不登校生 を、先行研究か ら推測し、脱学校的な

主体として 解釈する の は難しい。不登校生をめ ぐ

っ て 臨床心理学的知が社会的に拡大する状況 にお

い ては、不登校経験の 語 りの みな らず、非言語的

な側面 も分析の 対象に含める必要があるの で はな

いだろ うか。

　そ こ で本発表は、特に不登校経験 の語 りが生成

する／しない社会的条件に注目し、こうした場の

1 つ と して フ リ
ース ク

ー
ルを事例 として取り上げ

る。具体的には  これまで不登校 とい う行為に対

して人々 はどの よ うな説明を し、不登校現象が構

成されて い るか、  フ リ
ー

ス ク
ー

ル によ っ て不登

校理解はどの ような違い がある の か、  それぞれ

の場所における相互行為にお い て不登校生はどの

ように経験を語る の か／語 らない のか、  ミクロ

な場で の不登校理解と不 登校をめ ぐる マ ク ロ レベ

ルの諸言説との関係性 とい っ た論点を考察する。

その ltで不登校研究の展望につ い て も言及したい

と考える。

　本稿は、東京シ ュ
ー

レ （以下 TS ）とフ リ
ー

ス

ク
ー

ル A （以下 EA ） の 2つ の フ リ
ー

ス ク
ー

ルを

事例に以上 の論点を考察して い く。前者は不登校

を非病理的に理解し、他方で後者は心理学的に捉

えて い る。これらの 理解の 異なる フ リ
ー

ス ク
ー

ル

を比較分析することで、先行研究が見逃 して い た

不登校生がおかれて い る多様な社会関係を明 らか

にで きると考える。本稿で は、TS につ い て 朝倉

【ibid．1の エ ス ノグラ フ ィ
ー

や 東京 シ ュ
ー

レの 出版

物を資料として用い る こ とにす る。FA に関して

は 、 2002，7か ら 2003．10 に かけて私が行っ たフ ィ

ー
ル ドワークで 得た資料を用い考察する。

　朝倉の エ スノグラ フ ィ
ーが示 して い るように、

TS に は、ア ン ケ
ー

トや
一
般 の 人 々 を対象にした

見学会など不登校経験につ い て語る機会が数多く

設けられて い る。TS は、「不登校は病気で はない 」、

「学校に行かな い 生き方もある」 と い っ た思想に

基づ い て、ミー
テ ィ ングや外部の 人々 を対象に し

た見学会、出版活動、ア ンケー ト調査を行な っ て

い る。すなわち不登校経験を問 い 、生徒は自らの

不登校経験に つ い て語る こ とが規範化されて い る

の で ある。TS の新参の 生徒は 「学校に行けな い

もの 」 として 自己否定的に語る が．TS へ の参加

を通 じた他者との 交渉の結果、「不登校をして よ か

っ た」、「学校に行かな い こ とを選ぶ 」と語る ように

な る。つ ま り、こ うした語 り方は、不登校の 再解
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釈を試みる社会運動を背景に した生徒／ス タッ フ

の相互 行為の所産な の で ある。

　他方で、Eへ は精神科医や臨床心理士との結び

っ きが強く、生徒を障害概念 （m 、ADHD など）

で捉え個々 人 に応 じた心理療法を実践するなど心

理学的知識で不登校を理解している。TS とは対

照的に、不登校経験を問う こ とが生徒を精神的に

追い詰めると い う認識から、恣意的に問い を彼 ら

に向けな い こ とを方針として い る 。 こ こでは生徒

に経験を語 らせ る こ とがネガテ ィ ヴな行為と して

認識されて い る の で ある 。 ただ し生徒が悩みなど

を特定の ス タ ッ フ に相談する こ とが あるが、そ の

内容は守秘義務として他の 生徒やスタ ッ フに伝え

てはな らな い とされ て い る。すなわち個人的な事

情は 「秘密」 として FA に関わ る 人 々 の間で共有

され て お り、日常的に語 り合うこ とはない の で あ

る。日常に お い て は、生徒がパ ソ コ ンやゲーム、

スポー
ツ などを通 じて他の 生徒や ス タ ッ フ と交渉

し、フ リース クールに馴染んで い く過程が観察で

きる。ス タッ フ は定着 して い く生徒に対して 「表

情がよくなっ た」、「体が動くよ うになっ て い る1

とい っ た語りで解 釈する。FA に特徴的なの は、

フ リ
ー

ス ク
ー

ルに参加する こ とが治療的意味合い

を持 っ て い る こ とに ある。生徒は、こ の ような状

況 にお い て、単に不登校経験につ いて語 らないの

で はな く、語る こ とを求めな い よ うな コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンパ タ
ー

ン を身に つ けた結果 として 「語 ら

ない 」の である 。 したがっ て沈黙する こ とは、TS

との 比較に お い て見え て くる ネガテ ィヴなもの で

はな く、心理学的な知識を背景にした ス タッ フ／

生徒の相互 行為に よ っ て 生 じる ポジテ ィヴな現象

なの で ある。

　以上 で検討を通 じて、明らか に なっ たの は、不

登校経験の語りと沈黙の状況依存性である。不登

校の病理化と脱病理化が進行する社会において、

不登校生の行為は様々 な規範によ っ て構成されて

い くの である。本稿はフ リース クールの みに注目

した分析であ り、それゆえ不登校生 をめ ぐる断片

的な現実を示 したに過ぎな い 。だが不登校理解の

異なる フ リ
ース ク

ール の比較を通 じて、彼 らをめ

ぐる社会関係の 多様1生は示唆で きた の で はな■い だ

ろ うか 。

　北山が指摘し て い る よ うに、不登校を理解しよ

うと試みる人 々 は当事者の語 りの「真実性」に注 目

して しまう。それは不登校の問題を理解するには、

当事者の視点を参照する こ とが不可欠で ある こ と

が共有されて い る か らだとい う。［北山 ibid．：128］

もちろ ん私は当事者の視点を参照する こ とが不可

欠である こ とに同意する。ただし、不登校の 当事

者の視点で問題を理解しよ うとする とき、そ の考

察の 対象がそ の 経験の 「語り」に偏 っ て しまう と い

う危うさが残る。先行研究は、主に TS における

当時者 の 語りか ら権力性や主体性を読み取 る分析

が主であ っ た。それ らは学校教育に対する 「抑圧

者」や積極的な不登校の 「選択者」とい っ た解釈に

よ っ て、学校教育／不登校とい っ た二 分法的な権

力関係を定置す る傾向にある。しか しこ うした不

登校の脱病理化や脱学校化の運動の 担い手で あっ

た TS の分析の みでは、病理と脱病理の 語 りが交

錯する今日の不登校現象の内、後者の 側面を強調

する にすぎず、様々 な規範を生きる彼らの存在を

見逃 して しまうの で はな い だろ うか。

　本稿で試みたの は、不登校生の 「居場所」で ある

フ リ
ー

スク
ー

ルの比較分析による、不登校生 をめ

ぐる社会関係の差異の 解明で あ る。特に 「語る こ

と」／ 「語 らない こ と」とい うコ ン トラス トを明示

する こ とによ っ て 、本稿で は学校教育／不登校と

いっ た単純な権力関係に還元で きな い不登校をめ

ぐる実践の複雑1生を示 したか っ た 。 それぞれ の ブ

リ
ー

ス ク
ー

ルによ っ て 、規範は様々 で あり、不登

校経験を「語る」規範もあれば、「語らない 」規範も

ある。それらの規範はある知識に依拠する フ リ
ー

スク
ー

ル の スタ ッ フ と生徒との相互行為によ っ て

構成 さ れて い る の で ある。

　本稿で特に注 目した、FA に見 られる不登校経

験につ いて 「語らな い 」 こ とは
一

見すると無意味

な出来事だが、こ う した議論の コ ンテクス トにお

い ては じめて意味を成してくる。つ まり不登校経

験につ いて 「語 らな い 」 こ ともス タ ッ フ／当事者

の社会的実践の所産で あり、沈黙そ の もの が社会

的リア リテ ィ で ある と い う意味にお い て重要性を

持つ と言えるの である。したがっ て、当事者の経

験の語 りの無条件な真正化を避けて、不登校をめ

ぐる 人 々 の相互行為に注 目し、それを綿密 に記述

する こ とが、不登校研究に求め られると考 える。

〈附記〉

本研究は、財団法人倶進会か らの 助成 （平成 16

年度）に基づき行 っ た。
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